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Be Happy！ その 103 

令和６年、校長室に最初の訪問者 特色ある授業「商品開発と流通」の生徒 

令和 6 年１月５日 16 時頃、コンコンと控えめなノックで来室してくれた生徒 2 人です。

2 年 6 組の生徒で、「商品開発と流通」の授業の選択者の 8 名で制作した作品（ショートケ

ーキとクレープ）を、「よろしければ、試食してください。」とわざわざ校長室まで届けて

くれました。令和 6 年、新しい年に訪問してくれた生徒の一番乗り。緊張気味の一言から

会話が始まりました。この授業は、加古南の魅力と特色ある授業の一つで、商業科の先生

方が、ハナフサ洋菓子店（加古川駅前、ヤマトヤシキ 1 階店舗）と連携を図り、専門的に

プロの目線でアドバイスやご指導を受けています。加古南の学びのネットワークのひとつ

として、商業の学びのダイナミックさをアピールする授業で、大いに注目と期待される授

業のひとつです。生徒たちは、作りたい商品のイメージがあっても、どんな食材やどんな

作り方で作るとイメージ通りになるのかの知識がないためにイメージ（理想）に近づけよ

うと大変苦労していると教科担任からコメントも届きました。この１月の試作で 3 回目に

なるらしく、1 回目は、各自の家庭で試作。2 回目は、協力していただいているハナフサ

洋菓子店の工場で試作したと聞いて驚嘆しました。その時、オーナーさんに試食していた

だき、改善点などを頂いての 3 回目の試作だそうです。私は甘党ではありませんので、完

食できるかな？などと思いながら一口。そして 2 口。一気に完食してしまいました。つま

り、本当に美味しく、生徒が授業の一環で作った作品を口にできることを校長冥利に感じ

Be Happy でした。食レポとして、甘さも抜群（甘過ぎない）、甘さがまろやかな上に、口

の中でいちごの酸味が広がり、新たな食感。その上にコーンフレークの食感に絡まり、美

味さ倍増。本当に美味しく感じ、ハーブのミントの葉っぱ（当方自宅で栽培しています）

を添えて、見た目とハーブの香でさらに美味しさのレベルが高まるだろうと感じました。

あまりにも美味しい作品に感激した私は、本当に美味しかったという感想とわざわざ届け

てくれた生徒の皆さんの心ばかりに御礼を直接言いたいと思い、食器を返却することもあ

り、調理実習室へ足を運びました。そして、この感動を Be Happy に掲載したいという意

を伝えますと、「もちろんいいですよ。ワアー嬉しい」と快諾。ハイポーズ。Be Happy。 

教科担任からのコメント 

かつめショートケーキ 

かつ飯をイメージして作る。ショートケーキの上にかつに見立てたコーンフレークをチョコで成形。

キャベツに見立てた抹茶のメレンゲクッキーを載せた。1 月に試作したものはメレンゲクッキーが上

手に焼けなかったので、抹茶のラングドシャで代用している。 

 


